
秋田市立夜間休日応急診療所の機能をより良くする

ために、平成24年9月1日当院において小児科救急

外来と耳鼻科救急外来が開設されました。この1年を

振り返ってみたいと思います。今までの体制から変更

になったことはいくつかありますが、小児科救急外来

の方は平日24時間小児科医が診察することになりま

した。今年の6月に受診した方にアンケートをおこな

いましたが、受診理由の1番がこの理由でした。小児

科医数が十分でないためにまだ土日祝日は夜間の22

時半から翌朝までは対応できませんが、この体制は小

児科診療所や大学病院小児科の皆さんにご協力いただ

いてやっています。この協力体制の維持は大事な事柄

の１つです。

この1年間に受診された方は、合計9,951人でした

（「24時間」ですが、平日の通常の時間内は人数とし

てはここに含んでいません）。1日平均では、27人の

方が利用してくださいました。どこに住んでいる方が

受診しているかですが、今年の4月～ 6月に調査しま

したところ、秋田市が全体の86％を占めていました

が、秋田市外の県内24市町村中17市町村から受診し

てくださっていました。県外からの受診者も、2.5%

いました。受診者へのアンケートでは98％が「以前

より良くなった」と回答し、97％が「また受診したい」

と回答してくださいました。

小児科救急外来開設時からおこなっていることに

「救急トリアージ」があります。普通に受診される方

の中に重症の方もまじってきますので、それを早く発

見して早く診療することを目的としています。当初、

不慣れでご迷惑をおかけした場合もありましたが、現

在では「トリアージを導入して良かった」と思われる

重症例が蓄積されてきており、さらに充実させていき

たいことの１つです。各方面の皆さまには大変ご心配

をおかけし誕生し、まだまだひよっこの体制ではあり

ますが、皆でより良くしていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

小児科長　小泉 ひろみ

『小児科救急外来』開設後1年たちました！
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小児科・耳鼻咽喉科 救急外来

1990年代に多く
の新規抗がん剤が
登場し、2000年以
降、がん細胞に特異
的に作用する分子
標的療法薬の導入
により、抗がん剤治
療はめざましく進
歩しています。その

一方、副作用管理は複雑になり、CVポートからの
投与や、支持療法の発達により治療の場が入院か
ら外来へと移行しています。そのため、患者さん
と接する時間が短縮され、今まで以上にセルフケ
ア支援が重要となっています。 このような背景
から、2000年に認定看護師分野に「がん化学療
法看護」が誕生しました。

がん化学療法看護とは、がん化学療法が ｢確実｣
｢安全｣ ｢安楽｣ に行われることを支えることです。
｢確実｣ とは、治療が確実に実施されることであ
り、抗がん剤の薬効を損なうことなく確実に投与

する責任を担っています。「安全」とは、抗がん剤
には細胞毒性があるため、患者さん・御家族のみ
ならず、取り扱う医療従事者にとっても安全に抗
がん剤が取り扱われることです。｢安楽｣ とは、抗
がん剤には副作用があるため、苦痛を軽減し、治
療が完遂できるよう支援することです。

がん化学療法を受ける患者さんは、将来を見通
すことが難しく、気持ちが揺れる場合がありま
す。確実・安全・安楽な化学療法の実践と共に、
患者さんが抱えている問題は何か、それに対し何
ができるかなど、“がんと共に生きる”を支えるこ
とが求められていると考え、日々他職種の協力を
得て、患者さん・御家族と関わっています。

がん化学療法に
関して、何か困った
ことやご質問があ
れば、遠慮なくお申
し出ください。

市立秋田総合病院では、小児科および耳鼻咽喉科の初期診療部門を設置し、それぞれの担当医が常駐
してみなさんの急な病気などに対応しています。

子どもの急な病気に困った時は、こちらへ
小児救急電話相談（♯8000）、または℡018-895-9900
※午後7時30分〜午後10時30分まで相談員が対応します。

診 療 科 目
診　療　時　間

平　　日 土・日・祝日

小　児　科 24時間（午前8時30分〜午後5時は一般外来） 午前9時30分〜午後10時30分

耳鼻咽喉科 午後7時30分〜午後10時30分 午後7時30分〜午後10時30分

診 療 科 目

平成24年9月〜平成25年8月の患者数

平　日 土・日・祝日 合　計

延べ患者数 1日平均 延べ患者数 1日平均 延べ患者数 1日平均

小　児　科 3,328 13.6 6,623 55.2 9,951 27.3

耳鼻咽喉科 455 1.9 490 4.1 945 2.6

がん化学療法認定看護師の役割

がん化学療法認定看護師

木元　優子（中央）

化学療法室



シリーズ病棟紹介 －第２回－

７階南病棟

炎症性腸疾患は広義には腸の炎症による病気で
すが、狭義には潰瘍性大腸炎とクローン病の2つ
の病気のことです。ここでは狭義について述べま
す。英語ではinflammatory bowel diseaseで頭文
字をとってIBDとも呼ばれています。クローンは
病気を発表したCrohnという人の名前に由来し
ます。潰瘍性大腸炎もクローン病も、慢性の腸の
病気です。厚生労働省の特定疾患（難病）に指定
されています。下痢、血便、発熱、体重減少、痔ろ
うなどの症状がでます。症状がなく貧血といわれ
て、あるいは検診で便潜血反応が陽性といわれて
調べますと炎症性腸疾患である場合もあります。

もともと欧米の病気でしたが、この数十年日本
で増加してきています。秋田県に登録されている
人数は潰瘍性大腸炎が1102名でクローン病が
231名です（2013年）。若い人に限らずどの年齢
層にも病気はおきます。炎症性腸疾患の原因は不
明とされていますが、私どもは 豊かになっての
食生活の変化が炎症性腸疾患の要因であると考
え、炎症性腸疾患は生活習慣病であると考えてい

ます。その対策としてセミベジェタリアン食を考
えました。この概念に基づいて炎症性腸疾患を治
療しますとその治療成績は、これまでの国内外の
治療成績よりはるかに優っています。炎症性腸疾
患のために考えたセミベジェタリアン食ですが、
セミベジェタリアン食は現在考えうる最高の健
康食です。便秘、カロリーを制限しての体重減量
にも有効です。炎症性腸疾患でないかとご心配の
方、セミベジェタリアン食を体験したい方は受診
されご相談ください。病院ホームページの炎症性
腸疾患・IBD外来（各診療のご案内＞消化器内科）
もご覧ください。

7階南病棟は、平成25年4月から消化器内
科と糖尿病・代謝内科の混合病棟になりました。

消化器内科では、食べ物が入ってから出るま
での臓器（食道、胃、小腸、大腸）とそれに連な
る肝臓、膵臓、胆のうなど広い領域に関する病
気について治療を行い、糖尿病・代謝内科では、
体の栄養成分であるブドウ糖が血液中に大量に
ある状態（インスリンの作用不足）が続く病気に
ついて治療を行っています。

当病棟は、ベッド数が45床、平均在院日数は
約15日で、特に内視鏡治療、糖尿病教育治療が
スムーズに行われるよう医師10名（院長1名、
科長2名含む）、看護師24名（師長1名、主任

3名含む）、看護補助者4名が協働しています。
15歳～90歳代の急性期、慢性期、終末期と多

岐にわたる医療、看護を必要とする患者さんに
対し、団結力のある看護師達と一緒に『患者さ
んとその御家族に寄り添った安全で安心な看護
サービス』の実践を目指し日々奮闘しています。

7階南病棟師長 長谷部美保子

消化器内科医師　千葉　満郎

炎症性腸疾患について

日本の登録患者数  ●クローン病登録患者数の推移
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市立秋田総合病院
理　　念
 ● 市立秋田総合病院は、すべての人々の幸福のため、良質で安全な医療を提供し続けることを目指します。

基本方針

 ● 患者さんに信頼されるあたたかい、心の通い合う医療を行います。
 ● 多様化する医療への要望に応えるために、常に医療水準の向上に努め、地域の中核病院としての役割を果たします。
 ● 患者さんの権利や意思を尊重し、十分な診療情報の提供と相互理解に基づく医療を行います。
 ● 医療の安全のさらなる向上に努めます。
 ● 良質な医療を提供していくために、健全な病院経営を目指し、業務の改善と効率的な運営に努めます。

今年も地域の皆さまとのふれあいを深めると
ともに医療の現場を知っていただくため、病院
祭を開催します。ちびっこからお年寄りまで楽
しめるよう病院スタッフ一丸となり準備を進め
ていますので、ぜひご家族やご近所の方も誘い
合ってお越しください。

　当院では、“秋田市の乳がん検診”を実施しておりますが、お仕事などで日中の受付時間に来院
できない方のために、「夕暮れ乳がん検診」を実施しています。夕方5時から7時まで実施します
ので、なににも代え難い大切なあなたの健康のために、お仕事帰りにぜひお気軽にご利用ください。

　※予約のない方も受診できますが、予約された方が優先です。
　　当日は、受付時間までに健康保険証を持参し、一階総合案内におこしください。

対　　象　○秋田市に住民登録していて来年 3 月31日時点で40歳以上になる偶数年の女性
　　　　　○乳がん検診無料クーポン券対象者

実 施 日　11/6、11/20、12/4、12/18、1/8、1/15、2/5、2/19、3/5

受付時間　○予約ありの方　午後 5 時～午後 7 時　　○予約なしの方　午後 5 時～午後 6 時45分

予約方法　検診希望日の前日までに電話で予約してください。
　　　　　○予約先 「電話予約センター」　電話 018-867-7489
　　　　　○時　間　午前10時～午後 3 時（土・日・祝日を除く）

内　　容 次回開催日 場　　所
肝 臓 教 室 11月５日（火）

2階講堂

糖 尿 病 教 室 11月12日（火）
呼 吸 教 室 11月14日（木）
う つ 病 教 室 11月15日（金）
感染予防教室 11月18日（月）
緩和ケア教室 11月21日（木）
腎 臓 教 室 11月22日（金）

夕暮れ乳がん検診を実施しています。

平成25年 市立秋田総合病院祭 〈開催日時〉11月 9 日（土）　10：00～16：00
〈イベント〉市民公開講演、いこいのコンサート、
	 なんでも健康相談、バザー・物販、
	 消防車両展示、ちびっこコーナーなど

院内教室開催のお知らせ
市立病院では病気に対する知識を深めていた

だくために市民の方を対象とした各種院内教室
を開催しています。どなたでも参加できますので、
お気軽にどうぞ。

事前申込・参加料：不要


